
 

にとって厳しい多湿の季節、梅雨がやって来ました。とはいえ今年は空梅雨の予報が出ており、さほど湿

気に悩まされることはないかも知れません。しかし、空梅雨は水不足や猛暑の予兆。浜高祭の MF での定

番曲『虹』には、「僕らの喜びを 誰かが悲しみと呼んだ/僕らの悲しみを 誰かが喜びと呼んだ」という歌詞があ

ります。すべての人にとって都合のよいことなどありはしないのだ…と自分に言い聞かせ、除湿に励む毎日です。 

 

 

浜田高校では各学期に１回、朝読書週間を設けています。１学期の朝読書週間は期末試験終了後に、以下の表の

○がついている日に行います。 

 

月 火 水 木 金 

7/1 7/2 7/3 7/4 7/5 
漢字テストのため 

行いません 

校内球技大会のため 

行いません  
7/8 7/9 7/10 7/11 7/12 

３年進研模試のため 

行いません 

３年進研模試のため 

行いません    
 

  朝読書の時間： 8:30～8:40（10 分間） 
>> 通常の完全登校時間からスタートです。遅れないよう登校しましょう！ 

  読む本： 何でも OK！ 
>> ただし「マンガ」「雑誌」「教科書」「参考書」は除きます。読み物を選びましょう！ 

 

 

今年度着任された先生方に 

本を紹介していただきます。

今回は… 教頭先生（数学科）のイチオシ本です！ 

 

『国家の品格』（藤原正彦/著、新潮新書 2005 年） 

著者は『若き数学者のアメリカ』の著者でもある藤原正彦氏。以前藤原氏の講演を聞いたことがあるが、 

数学者にもかかわらず「侘・寂」といった内容であり、想定外であったことを記憶している。2005年に 

この本が発刊されるとベストセラーとなり、翌年には『品格』をいう言葉が流行語大賞にノミネートされ 

るほどの社会現象となった。この本の帯には、「すべての日本人に誇りと自信を与える画期的日本論！」 

などと仰々しく書かれており、疑わしさは……。 

元号が平成から令和へとなったこの年、手に取ってみるのもありかな？と思い、 

紹介させていただきます。 

 

本の モヤモヤ度 … ★★★★★    本の スッキリ度 … ？？？？？ 

 

 

 

 

前号で告知した「校内ビブリオバトル大会」ですが、６月末を参加申込の締め切りとしております。 

「興味があります」「都合がつけば出たいです」という声は聞こえるのですが、今のところ「出ます！」と確約し

てくれた人がおらず、少々焦っております…。 

参加に必要なのは１冊の本と、その本に対する熱い思いのみ！ 

気軽に参加していただけると、とてもうれしいです！！ 

あなたの参加をお待ちしております！！！ 

 

※ちなみに昨年度までは「発表者が前に立ち、オーディエンス（聴衆）は椅子に座って聴く」という形をとって

いたのですが、今年度は図書館にカーペット（または茣蓙）を敷いて、全員が床に座った状態で行おうと思っ

ています。 

 「人前に立って話す」ということが苦手な人でも大丈夫！ 

 和やかな雰囲気の中で本の世界に浸りましょう！ 

 

 

 

 

 

冒頭で、梅雨の湿気が本には大敵だと書きました。その一方で、世の中には「読書三余（-さんよ）」という言葉があります。「余」

とは余暇のことで、「冬」「夜」「雨」の三つの余暇を読書に利用しなさい、という意味です。「晴耕雨読」という言葉もありま

すが、昔から雨と読書は相性がよかったのかも知れません。…正確には、雨が降ると屋外での仕事ができないので、その時間

を読書に充てていた、というべきなのかも知れませんが。 

現代の日本では季節や時間、何なら場所さえ問わず、遊びも勉強も仕事もできる環境が整っています。いつ、何をすることも

できる自由が与えられている分、その時間をどう活用するかは、私たち次第ということです。読書の時間をいつ確保するか、

ということも含めて…。ちなみに私は「夜読書 それが無理なら 朝読書」という川柳を胸に、ゆる～く読書を続けています。 

 

7/1(月)までに読む本を各自
．．

で
．
用意
．．

してください。 

本を用意できなかった人のために、各教室に学級文庫を貸出しています。 

ただし、冊数に限りがありますので、あくまでこれは「本を忘れた人のためのもの」。 

自分が読む本を自分で選ぶところから「本 de HIRAKU」のスタートだと思ってください。 

せっかくの朝読書の機会です。1・2 年生は読書感想文を書くことを念頭に、 

3 年生は進路に関する理解を深められるような本を読んでみてはどうでしょう？ 
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【進路に関する本】 

069『学芸員になるには』横山佐紀/著 

376『経営学部・商学部』大岳美帆/著 

480『トレーニングという仕事 水族館トレ

ーナーの知恵と技』志村博/著 

★アクアスなどの水族館で働くトレーナーになる

には、どんな知識や技術が必要で、毎日どんな仕

事をしているのか。水族館のウラ側を見てみよう。 

649『獣医学を学ぶ君たちへ』中山裕之/著 

694『最新通信業界の動向とカラクリがよく

わかる本 第 4 版』中野明/著 

 

【知識】 

┯002『FACTFULNESS（ファクトフルネ

ス）』ハンス・ロスリング/ほか著 

★賢い人ほど思い込みにとらわれがち、なのだそ

うです。この本を読んで、データや事実に基づき、

世界を正しく見る習慣を身につけましょう。 

 

【情報】 

007『ネット検索が怖い』神田知宏/著 

★ネットの書き込みが原因で生じるトラブルが多

発している。被害にあわないためにはどうすれば

よいのか、弁護士である著者が解説。 

 

【読書】 

019『読書する人だけがたどり着ける場所』

齋藤孝/著 

★たくさんの情報に触れるだけでは、なかなか知

識が深まらないもの。ネットや SNS も活用しつつ、

「人生の深みをつくる」読書の方法を伝授。 

 

【島根に関する本】 

099.3『いも殿さま』土橋章宏/著 

★井戸平左衛門が飢饉と悪政に苦しむ石見銀山に

赴任してから、どのような活躍を経て「いも代官

様」になったのかを描いた小説。 

 

【西洋史】 

230『十字軍物語 1～4』塩野七生/著 

★「神がそれを望んでおられる」を合言葉に、聖

地エルサレムを目指した十字軍の物語。世界史で

習う内容の理解が深まるかも。 

 

【地理】 

290『ポプラディアプラス世界の国々 1～5』 

★世界中の国と地域を掲載した学習用事典。1巻：

アジア、2巻：アフリカ、3巻：ヨーロッパ、4 巻：

北アメリカ・南アメリカ、5巻：資料集・索引。 

 

【人口問題】 

334『外国人労働者・移民・難民ってだれの

こと?』内藤正典/著 

★外国人労働者、移民、難民はどう違うのか。彼

らとどう接したらいいのか。国境線を越えて人が

動くことの影響を、わかりやすく解説。 

【防犯】 

368『SELF DEFENSE「逃げるが勝ち」が

身を守る』武田信彦/著 

★ある日突然危険な目にあう可能性を、誰もが持

っている。どうすれば危険を回避できるのか、危

険から脱出できるのか。もしもの時に備えて学ん

でおきましょう。 

 

【教育】 

375『高校一冊目の参考書』船登惟希/著 

★勉強に不安を抱く高校生・田中真草。偶然訪れ

た古書店との運命的な出逢いから、受験への考え

が一変し…。ストーリー仕立てで効率の良い勉強

法がわかる本。 

 

【自然科学】 

407『13 歳からの研究倫理』大橋淳史/著 

★理数科や自然科学部の人は今すぐ学んでおきた

い。それ以外の人も早めに知っておきたい、大人

でなくても守らなければいけない研究ルールの話。 

 

【物理学】 

423『スペースコロニーの世界』福江純/著 

★スペースコロニー（宇宙島）とは、天文学＆物

理学＆SFの間に位置するもの。宇宙で暮らすこと

を科学的に本気で考察してみると…？ 

┷429『すごい実験 高校生にもわかる素粒

子物理の最前線』多田将/著 

★「素粒子物理学」と聞いただけで、すでに難解

そうなのですが。サブタイトルによると「高校生

にもわかる」そうなので、めげずに読んでみよう。 

 

【動物】 

481『先生、アオダイショウがモモンガ家族

に迫っています!』小林朋道/著 

★鳥取環境大学の豊かな自然の中で起こる、動物

と人間をめぐる数々の事件。それらを人間行動学

の視点で描く、小林先生の著作シリーズ。 

 

【医療】 

┷490『患者さんに伝えたい医師の本心』高

本眞一/著 

★自身が院長を務める病院で様々な試みに着手し

ている、日本を代表する心臓外科医が考えた「理

想の医療」の姿。 

【料理】 

596『フライパンリゾット』若山曜子/著 

★フライパンが１つあれば 15 分でできる。栄養価

の高い満足リゾットのレシピ集。 

┷596『かんたん家庭で作るおいしい羊肉料

理』菊池一弘/監修 

★日本の家庭ではいまひとつ馴染みの薄い羊肉。

実は高タンパク・低カロリーで、脂肪燃焼効果も

高いそうです。家庭でできる羊肉のレシピ集。 

 

【地域開発】 

601『廃校再生ストーリーズ』 

★児童・生徒数の減少に伴い、統廃合される学校。

こうして学校としての役割を終えた校舎の中には、

新たな役割を与えられて再利用されているものも

あります。そんな全国の事例を紹介した本。 

 

【水産業】 

664『サバが好き!』池田陽子/著 

★サバだけで 1 冊本が書けるのか！と感嘆。そん

な中、浜田市のサバも「要注目のサバ」として取

り上げられています！ 

 

【マンガ家】 

726『ヴィオラ母さん』ヤマザキマリ/著 

★マンガ家のヤマザキマリさんは、ヴィオラ演奏

家の一風変わった母・リョウコさんに育てられた。

マリさんのエッセイにもたびたび登場する、かっ

こよすぎるお母さんの物語。 

 

【吹奏楽】 

763『部活で吹奏楽フルート上達 BOOK』酒

井秀明/監修 

★部活でフルートを練習している人に向けて、演

奏テクニックから部活としての取り組みまで、ス

テップアップのためのポイントを教える。 

 

【スポーツ】 

780『スポーツする人のためのリカバリーご

はん』河谷彰子/監修 

★運動によって失われたものを取り戻す食事術を

身につけ、スポーツをもっと楽しもう。その他、 

「疲れをとりたい」「スタミナをつけたい」「筋肉

を増やしたい」などの目的別レシピも紹介。 

 

【日本語】 

810『読み上手書き上手』齋藤孝/著 

★私たちが当たり前のようにしている読み書き。

でも、「読むことが上手」「書くことが上手」と胸

を張って言える人は多くないのではないでしょう

か。読み書きの能力を高めるコツを覚えましょう。 

 

【短歌】 

911.1『短歌ください 双子でも片方は泣く

夜もある篇』穂村弘/著 

★雑誌『ダ・ヴィンチ』の読者投稿コーナーに寄

せられた短歌の傑作選、第 4 弾。穂村弘さんの軽

妙な講評も相変わらず面白い。 

 

【日本の小説】 

┯913『ヴァイオレット・エヴァーガーデン 

上/下/外伝』暁佳奈/著 

★戦場で両腕を失った元少女兵は、戦後の暮らし

の中で人々と触れ合う中で、かつて告げられた「愛

してる」という言葉の意味を探していく。 

913『シーソーモンスター』伊坂幸太郎/著 

★バブルに浮かれる昭和の日本。一見、どこにで

もある平凡な家庭の北山家だったが、ある日、嫁

が姑の過去に大きな疑念を抱くようになり…。 

913『押絵と旅する男』 

江戸川乱歩/著 しきみ/イラスト 

★汽車の中で出会った男が持っていた、老人と美

少女の押絵細工。押絵の美少女に魅せられて自ら

も押絵になってしまった男の兄は、今も絵の中で

生きている。男は絵の中の兄を連れて、方々を旅

して回っていた…。画集としても楽しめる 1冊。 

913『ソバニイルヨ』喜多川泰/著 

★周りからどう思われているかばかりを気にして

いる隼人。ある日、自分の部屋に帰ると、長期間

不在になる父親が残していったロボット・ユージ

がいた。 

┷913『傑作はまだ』瀬尾まいこ/著 

★血は繋がっているけれど会ったことのない 25

歳の息子が、突然訪ねてきた。世間知らずな作家

の父親と妙に世慣れた息子の、ちょっと不思議な

同居生活が始まる。 

┯913『ロード・エルメロイⅡ世の事件簿 1』

三田誠/著 

★魔術協会の総本山「時計塔」においてロードに

叙されているエルメロイⅡ世は、義妹のライネス

から依頼を受け「剝離城アドラ」の遺言公開に立

ち会うことに。 

913『あなたはここで、息ができるの?』竹

宮ゆゆこ/著 

★私は 20歳の女子大生で、SNS 中毒で、今は交通

事故で死の瀬戸際。こんな終わりは嫌! 死を覚悟

した瞬間から、“青春の繰り返し”が始まった-。 

┯913『連続殺人鬼カエル男』中山七里/著 

★身の毛のよだつ連続殺人事件。現場に残されて

いたのは、被害者をカエルに見立てた不気味な犯

行声明だった。 

 

【日本のエッセイ】 

┷914『死なないでいる理由』鷲田清一/著 

★現代人の特徴である「いのち」の根っこの弱さ、

壊れやすさの理由を、都市生活の中から考える。 

 

【外国の小説】 

┯933『ハイブ 悪のエリート養成機関 1～3』

マーク・ウォールデン/作 

★南海の孤島にある極秘の悪人養成機関 H.I.V.E.

では、子どもたちを邪悪な第一級の悪人に育てて

いた。超人的な頭脳を持つ孤児の少年オットーは、

仲間とともに不可能な脱出を試みるが…。 

 

 

┯┯ シリーズ続編入りました ┯┯ 

430『亜澄錬太郎の事件簿 4』齋藤勝裕/著 

┷913『浜村渚の計算ノート 9 さつめ』 

青柳碧人/著 

913『王様ゲーム 滅亡 6.08/滅亡 6.11/

再生 9.19/再生 9.24/煉獄 10.29/煉獄

11.04/深淵 8.02/深淵 8.08』金沢伸明/著 

913『2.43 清陰高校男子バレー部 春高

編』壁井ユカコ/著 

┷913『心霊探偵八雲 10』神永学/著 

┷913『つくも神会議（一鬼夜行シリーズ）』

小松エメル/著 

913『ホーンテッド・キャンパス 14』 

櫛木理宇/著 

┷913『響け!ユーフォニアム 北宇治高校

吹奏楽部、決意の最終楽章 前編』武田綾乃/

著 

┷913『立華高校マーチングバンドへよう

こそ 前編/後編（響け!ユーフォニアムシリ

ーズ）』武田綾乃/著 

913『ゲート 自衛隊彼の海にて、斯く戦え

り SEASON2-2/2-3』柳内たくみ/著 

913『はたらく魔王さま! 11～20』 

和ケ原聡司/著 

932『シェイクスピア全集 19 ヘンリー六

世』シェイクスピア/著 

933『迷路の外には何がある?』スペンサー・

ジョンソン/著 

★『チーズはどこへ消えた?』の続編。 

数字…本の背ラベルにある分類番号 

   ┯…リクエストされた本  

┷…寄贈していただいた本 


